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特集　世界遺産追加登録決定

日米修交２２５周年記念式典

まちのわだい／受章（賞）おめでとうございます

地域おこし協力隊

職員採用試験（土木技術職／保育士・幼稚園教諭／

串本・古座川町衛生施設事務組合の一般事務職）

町営住宅入居者募集／学童保育入所案内／特別児童

扶養手当について

町税等徴収のため「タイヤロック」を実施します

特急「くろしお」号停車駅で ICOCA利用開始！

最低賃金／ PCB含有電気機器の期限内処理につい

て／不法投棄監視カメラ監視中！／労働保険

後期高齢者の皆さまへ　①健康診査は受けられまし

たか？　②ジェネリック医薬品使用促進について

国保財政の健全化に向けて（２２）

保健センターだより／伝言レシピ／りぼん

くしもと町立病院コーナー

よろこびかなしみ／年末年始の業務

火災・救急件数／人口／募集／お知らせ／相談／納

税／第６８回人権週間

保
存
期
間
が
５
年
と
長
く
、
災
害
用
備
蓄
水
と
し
て
大

き
な
役
割
を
担
う
串
本
の
水
で
す
。
地
震
等
の
災
害
に

備
え
、
ぜ
ひ
ご
家
庭
で
「
な
ん
た
ん
水
」
の
備
蓄
を
お

考
え
下
さ
い
。

「
な
ん
た
ん
水
」
は
、
串
本
町
役
場
窓
口
ま
た
は
古
座

分
庁
舎
窓
口
で
お
求
め
に
な
れ
ま
す
。

※
　
な
ん
た
ん
水
は
１
本
（
１
０
０
円
）
か
ら
ご
購
入

　
　
で
き
ま
す
。

◇
お
問
い
合
わ
せ
先
◇

　
串
本
町
役
場

　
水
道
課
（
古
座
分
庁
舎
）　

　
℡

　
０
７
３
５
‐
７
２
‐
０
０
８
２
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世
界
遺
産
追
加
登
録
決
定

富山平見道

「
紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣
道
」
が

世
界
文
化
遺
産
に

登
録
さ
れ
て
か
ら
12
年
。

当
時
、
草
木
が
茂
り

荒
廃
し
て
い
た

串
本
の
熊
野
古
道
大
辺
路
は
、

度
重
な
る
調
査
、
整
備
に
よ
り

世
界
に
認
め
ら
れ
る
道
と
し
て

甦
り
ま
し
た
。



　
平
成
16
年
７
月
７
日
、「
紀
伊
山

地
の
霊
場
と
参
詣
道
」
が
世
界
遺
産

に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
紀
伊
山
地
の

霊
場
と
参
詣
道
は
、
神
仏
習
合
の
聖

地「
熊
野
三
山
」、修
験
道
の
拠
点「
吉

野
・
大
峰
」、
真
言
密
教
の
聖
地
「
高

野
山
」
こ
れ
ら
の
信
仰
の
地
を
結
ぶ

巡
礼
路
と
そ
の
周
囲
に
あ
る
豊
か
な

原
生
林
等
も
含
み
、
人
間
の
様
々
な

営
み
と
自
然
が
一
体
と
な
っ
て
形
づ

く
ら
れ
た
「
文
化
的
景
観
」
か
ら
な

る
資
産
で
す
。

　
し
か
し
、
登
録
当
時
、
参
詣
道
の

経
路
が
不
明
で
途
切
れ
途
切
れ
で
整

備
が
進
ん
で
お
ら
ず
、
荒
れ
て
い
る

箇
所
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、「
大
辺
路
刈
り
開
き
隊
」

が
中
心
と
な
っ
て
草
木
に
覆
わ
れ
た

道
の
草
刈
り
等
の
取
り
組
み
を
重
ね

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
和
歌
山
県
は

世
界
遺
産
の
追
加
登
録
に
向
け
て
平

成
22
年
か
ら
不
明
経
路
の
調
査
を
実

施
。
語
り
部
に
な
っ
た
方
々
を
中
心

に
、
埋
も
れ
た
熊
野
古
道
の
発
見
・

調
査
に
取
り
か
か
り
ま
し
た
。

追
加
登
録
ま
で
の
経
緯

　２００４年２月からスタート
した大辺路刈り開き隊による大
辺路の整備活動。草刈りや地な
らし、清掃活動、道の探索など
の活動を長きにわたって取り組
まれました。
　現在も定期的に清掃活動や古
道の点検が行われており、訪れ
た人が歩きやすいように整備さ
れています。
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10
月
24
日
に
串
本
町
に
あ
る
新
田

平
見
道
、
富
山
平
見
道
、
飛
渡
谷
道
、

清
水
峠
が
世
界
遺
産
「
紀
伊
山
地
の

霊
場
と
参
詣
道
」
に
追
加
登
録
さ
れ

ま
し
た
。
今
年
４
月
に
日
本
遺
産
に

認
定
さ
れ
た
熊
野
灘
の
捕
鯨
文
化
に

関
す
る
ス
ト
ー
リ
ー
「
鯨
と
と
も
に

生
き
る
」
の
構
成
文
化
財
の
一
つ
に

は
河
内
祭
の
御
舟
行
事
が
あ
り
、「
世

界
遺
産
・
日
本
遺
産
の
ま
ち
」
と
し

て
国
内
外
に
認
め
ら
れ
、
大
変
喜
ば

し
く
思
い
ま
す
。

　
12
年
前
の
登
録
当
時
、
荒
廃
し
て

確
認
で
き
な
か
っ
た
古
道
は
、「
大

辺
路
刈
り
開
き
隊
」
を
中
心
と
し
た

住
民
の
方
々
の
ご
尽
力
に
よ
っ
て
整

備
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
世
界
遺
産

登
録
は
、
永
年
の
悲
願
が
実
り
、
今

後
の
ま
ち
づ
く
り
の
大
き
な
励
み
と

な
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
価
値
あ
る
遺
産
を
次
の
世
代

に
継
承
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
ま

ち
づ
く
り
や
地
域
の
活
性
化
に
繋
げ

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

串
本
町
長

　 田
嶋

　 勝
正

　
熊
野
古
道
・
大
辺
路
が
世
界
遺
産

に
追
加
登
録
さ
れ
、
本
州
最
南
端
の

串
本
町
が
「
世
界
遺
産
の
町
」
と
し

て
誇
ら
し
く
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
12
年
前
を
振
り
返
る
と
、
町
内
の

大
辺
路
が
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
る

な
ん
て
想
像
す
ら
し
た
こ
と
が
な
く
、

ま
る
で
夢
を
見
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
当
時
、
発
足
し
た
ば
か
り
の
刈
り

開
き
隊
に
加
わ
り
作
業
に
勤
し
ん
だ

の
で
す
が
、
古
道
だ
と
思
っ
て
刈
り

開
い
た
道
は
農
道
だ
っ
た
り
、
た
だ

の
山
道
を
古
道
だ
と
し
て
刈
り
開
い

た
り
と
い
う
経
験
も
し
ま
し
た
。
そ

の
よ
う
な
中
、
田
並
の
故
河か
わ
の
く
い
ち

野
九
一

先
生
の
調
査
や
、
地
域
の
古
老
か
ら

の
聞
き
取
り
、
明
治
初
期
の
古
地
図

を
読
み
解
く
こ
と
に
よ
っ
て
不
明

大辺路刈り開き隊

 代表 上
う え の

野一
かず お

夫 さん

登録決定を受けてバンザイをする大辺路刈り開
き隊と地元住民の皆さん――富山平見道にて

特集｜世界遺産追加登録決定

だ
っ
た
ル
ー
ト
を
確
定
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
倒
木
や
シ
ダ
、
灌

木
に
覆
わ
れ
、
不
法
投
棄
さ
れ
た
ゴ

ミ
が
散
乱
し
て
い
た
古
道
を
刈
り
開

き
、
敷
か
れ
た
石
畳
を
見
た
時
の
感

動
は
、
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
思
い

出
さ
れ
ま
す
。

　
世
界
遺
産
「
紀
伊
山
地
の
霊
場
と

参
詣
道
」
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
文
化

的
景
観
」
で
す
。
平
見
風
景
や
薪
炭

の
利
用
、
植
林
、
魚
付
き
林
と
し
て

守
っ
て
き
た
森
な
ど
、
自
然
の
中
で

人
々
が
暮
ら
し
て
き
た
こ
と
な
の
で

す
。
世
界
遺
産
登
録
を
堅
苦
し
く
考

え
る
こ
と
な
く
、
も
っ
と
接
し
て
楽

し
み
た
い
で
す
。

喜
び
の
声

　熊野古道は、紀伊山地に位置する異なる３つの霊場を結ぶ参詣道として極め
て重要な役割を果たし、「蟻の熊野詣」と例えられるほど多くの人々が列をな
してこの道を歩いた歴史があります。
　大辺路には古道の苔むした石畳や石段、石碑、石仏が点在しており、古道の
佇まいを感じられ、素晴らしい眺望も楽しめます。
　歴史や自然景観など魅力あふれる古道にぜひ足を運んでみてください。

◇お問い合わせ先◇　串本町教育委員会　　℡　０７３５－６２－０００６
　　　　　　　　　　串本町役場　産業課　℡　０７３５－６２－０５５７
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清
水
峠

富
山
平
見
道

新
田
平
見
道

道
道

飛
渡
谷
道

世界遺産登録箇所
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清し

み

ず水
峠と

う
げ

富と
み
や
ま山

平ひ
ら
み
み
ち

見
道

新に

っ

た田
平ひ

ら

み見
道み

ち

飛と

び

や渡
谷た

に
み
ち道

　
和
深
の
舟
並
漁
港
か
ら
東
に
上
り

詰
め
た
と
こ
ろ
か
ら
左
立
谷
に
降
り
、

旧
県
道
に
交
わ
る
ま
で
の
２
２
７
ｍ

の
区
間
が
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
区
間
の
石
畳
は
、
当
初
30
ｍ

程
度
と
思
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
近

年
の
整
備
で
腐
葉
土
の
下
か
ら
掘
り

起
こ
さ
れ
、
総
延
長
70
ｍ
に
も
な
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　
田
原
と
浦
神
の
境
界
に
昭
和
２
年

建
立
の
「
口
熊
野
奥
熊
野
境
界
址
」

か
ら
棒
杭
の
谷
に
入
っ
て
浦
神
に
抜

け
る
道
が
清
水
峠
で
す
。
約
２
㎞
ほ

ど
の
区
間
が
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　
古
座
川
弧
状
岩
脈
の
延
長
で
あ
る

火
成
岩
脈
の
峰
に
挟
ま
れ
た
谷
を

上
っ
て
い
く
と
、「
右
上
田
原
左
大

へ
ち
」
と
刻
ま
れ
た
振
り
分
け
石
が

あ
り
ま
す
。

　
田
子
の
坂
本
造
船
所
の
裏
に
あ
る

谷
川
の
橋
を
渡
る
と
す
ぐ
に
石
段
の

道
が
表
れ
ま
す
。
石
段
は
幅
２
ｍ
で

50
段
以
上
あ
り
、
大
辺
路
随
一
の
規

模
を
誇
り
ま
す
。
２
１
４
ｍ
の
区
間

が
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　

　
石
段
の
一
部
に
は
キ
ク
メ
イ
シ

（
サ
ン
ゴ
）
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、

大
辺
路
な
ら
で
は
の
見
ど
こ
ろ
で
す
。

　
田
並
か
ら
有
田
の
旧
国
道
沿
い
の

飛
渡
谷
を
通
る
３
８
７
ｍ
の
区
間
が

登
録
さ
れ
ま
し
た
。
苔
む
し
た
石
畳

道
が
残
さ
れ
、
古
道
の
雰
囲
気
を
醸

し
出
し
て
い
ま
す
。

　
旧
道
か
ら
降
り
て
い
く
と
杉
木
立

の
中
を
谷
川
に
沿
っ
て
道
が
続
き
、

上
り
坂
に
差
し
掛
か
る
と
照
葉
樹
林

と
30
ｍ
ほ
ど
の
石
畳
道
が
あ
り
ま
す
。

特集｜世界遺産追加登録決定
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11
月
１
日
、
日
米
修
交
２
２
５
周
年

記
念
式
典
が
串
本
町
文
化
セ
ン
タ
ー
で

開
催
。
式
典
に
は
、
駐
大
阪
・
神
戸
米

国
総
領
事
館
ア
レ
ン
・
グ
リ
ー
ン
バ
ー

グ
総
領
事
を
は
じ
め
、
米
国
よ
り
ス

コ
ッ
ト
・
リ
ド
レ
ー
氏
、
ア
ン
ジ
ェ
ラ
・

ダ
ナ
ン
氏
、
マ
シ
ュ
ー
・
カ
ル
ブ
レ
イ

ス
・
ペ
リ
ー
氏
、
関
係
各
所
の
代
表
者
、

串
本
古
座
高
校
生
徒
が
参
列
し
記
念
の

一
日
を
祝
い
ま
し
た
。

　
駐
日
米
国
大
使
館
の
キ
ャ
ロ
ラ
イ

ン
・
ブ
ー
ビ
エ
・
ケ
ネ
デ
ィ
特
命
全
権

大
使
よ
り
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ

ら
れ
、「
日
米
交
流
を
拡
大
さ
せ
て
い

く
の
は
こ
こ
に
い
る
若
者
た
ち
で
す
。

先
人
た
ち
の
よ
う
に
勇
気
を
持
っ
て
新

し
い
こ
と
に
挑
戦
し
て
く
だ
さ
い
。」

と
期
待
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　
式
典
の
後
半
で
は
、
串
本
古
座
高
校

と
米
国
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
ウ
ェ
ア

ハ
ム
高
校
生
徒
と
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

電
話
を
使
っ
た
交
流
が
行
わ
れ
、
お
互

い
に
質
問
し
合
い
ま
し
た
。

　

　
授
業
以
外
で
英
語
を
使
っ
た
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
初
め
て
し
た
と
い
う

場
谷
実
佑
さ
ん
は
「
海
外
に
興
味
を

持
っ
た
。」
と
話
し
、
和
田
咲
紀
さ
ん

は
「
英
語
の
聞
き
取
り
が
難
し
か
っ
た
。

英
語
を
話
せ
る
よ
う
に
な
り
た
い
。」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

日米修交２２５周年記念式典
　ペリー提督の浦賀来航より６２年前の１７９１年、米国商船
「レイディ・ワシントン号」「グレイス号」が串本町大島へ来航。
今年は来航２２５周年の節目の年にあたります。
　今年４月、米国側で新たな資料が発見されたことを機に、日
米友好を願って日米修交２２５周年記念式典が開催されました。

日米友好を願って

　多くの方々をお迎えし、記念式典が挙行できま
すことを厚くお礼申し上げます。
　両国関係の始まりが串本町であることが誇らし

く、友好的であった事も嬉しく
思います。
　この式典を通し、自分たちの
町の歴史を知るとともに、国際
交流に関心を深めてもらえれば
幸いです。

　日米二国間による海上貿易の幕開けという、
２２５年前の重要な歴史的出来事をお祝いできる
ことを大変うれしく思います。

　日米を結ぶ友好と商業の扉を
開いた人々の勇気と好奇心に感
銘を受けます。
　貴重な歴史的遺産をこれから
長い将来にわたって大切に受け
継いでいってください。

　
交
流
後
は
、
ペ
リ
ー
提
督
の
兄
の
子

孫
で
あ
る
マ
シ
ュ
ー
・
カ
ル
ブ
レ
イ
ス
・

ペ
リ
ー
氏
が
「
ペ
リ
ー
提
督
と
日
米
和

親
条
約
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
を
し
、
今

回
米
国
側
の
新
た
な
資
料
を
発
見
し
た

歴
史
学
者
の
ス
コ
ッ
ト
・
リ
ド
レ
ー
氏

は
、
資
料
発
見
の
報
告
や
解
説
を
し
ま

し
た
。

　
式
典
後
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

し
た
日
米
修
交
記
念
館
で
田
嶋
町
長
と

ア
レ
ン
・
グ
リ
ー
ン
バ
ー
グ
総
領
事
に

よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

展
示
内
容
は
日
米
修
交
２
２
５
周
年
記

念
に
合
わ
せ
て
作
製
さ
れ
た
16
枚
の
パ

ネ
ル
展
で
、
リ
ド
レ
ー
氏
と
同
館
監
修

委
員
の
櫻
井
敬
人
氏
に
よ
る
解
説
に
来

賓
の
方
々
は
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

主催者・来賓あいさつ（一部抜粋）

田嶋　勝正　串本町長 駐大阪・神戸米国総領事館　アレン・グリーンバーグ　総領事

決議文の贈呈
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Cerem
ony for the 225th A

nniversary of the U
.S.-Japan Friendship

「建国間もない米国と日本が初めて
出会ったとされるこの来航は先人
たちの勇気と先見の明の表れです。
２２５年たった今、日米同盟はアジ
ア太平洋地域の平和と繁栄の礎と
なっています。それを支えているの
が皆さんとマサチューセッツ州との
交流など人々のつながりです」とメッ
セージをいただきました。（一部抜粋）

駐日米国大使館
キャロライン・ブービエ・
ケネディ特命全権大使の
ビデオメッセージ上映

ペリー提督の兄の子孫
マシュー・カルブレイス・ペリー氏

資料を発見した歴史研究家
スコット・リドレー氏

日米修交記念館特別展示串本古座高校とウェアハム高校との
交流プログラム
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10
月
20
日
、
出
雲
集
会
所
で
出
雲
地

区
の
住
民
と
出
雲
小
学
校
の
児
童
、
教

員
約
80
人
が
参
加
す
る
減
災
教
室
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
教
室
は
地
域
と
学
校
が

共
に
学
ぶ
「
共
育
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
の

一
環
で
、
区
が
共
同
訓
練
を
企
画
し
、

学
校
が
県
へ
地
震
体
験
車
「
ご
り
ょ
う

君
」
の
貸
出
を
申
し
込
み
ま
し
た
。

　
始
め
に
、
東
日
本
大
震
災
発
生
時
に

小
中
学
生
が
自
主
的
に
避
難
を
し
て
助

か
っ
た
「
釜
石
の
奇
跡
」
に
つ
い
て
の

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
視
聴
。
そ
の
後
参
加
者
は
３

班
に
分
か
れ
、
集
会
所
近
く
の
避
難
経

出
雲
小
学
校
減
災
教
室

児
童
と
地
域
住
民
が
共
に
学
ぶ

参加者が力を合わせて間仕切りを設営

震度６強の揺れを体験する児童たち

　
11
月
５
日
、
町
内
の
各
所
で
津
波
避

難
訓
練
が
実
施
さ
れ
、
約
２
千
人
の
方

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
午
前
中
、
大
島
小
学
校
で
は
島
内
３

地
区
と
小
中
学
校
、
航
空
自
衛
隊
、
警

察
、
消
防
が
合
同
で
訓
練
を
実
施
。
体

育
館
で
避
難
者
の
受
け
入
れ
訓
練
や
間

仕
切
り
等
の
設
営
訓
練
、
中
学
生
に
よ

る
炊
き
出
し
な
ど
避
難
後
の
生
活
を
想

定
し
た
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
串
本
・
古
座
川
官
公
署

等
連
絡
協
議
会
に
よ
る
津
波
災
害
対
応

訓
練
を
実
施
。
航
空
自
衛
隊
串
本
分
屯

町
内
各
地
で
避
難
訓
練
を
実
施

災
害
か
ら
命
を
守
る
た
め
に基

地
内
で
は
倒
壊
家
屋
か
ら
の
救
出
訓

練
、
串
本
大
島
間
の
海
上
で
は
海
保
巡

視
艇
で
傷
病
者
や
救
援
物
資
を
搬
送
す

る
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
訓
練

に
は
航
空
自
衛
隊
、
海
上
保
安
署
、
警

察
、
警
察
機
動
隊
、
消
防
が
参
加
し
、

そ
れ
ぞ
れ
連
携
し
な
が
ら
お
互
い
の
動

き
を
確
認
し
て
い
ま
し
た
。

　
訓
練
後
の
講
評
で
田
嶋
町
長
は
「
災

害
時
に
は
孤
立
す
る
可
能
性
が
高
い
地

域
な
の
で
、
助
け
が
来
る
ま
で
地
域
内

で
協
力
し
合
う
こ
と
が
大
切
で
す
。」

と
述
べ
ま
し
た
。

路
の
確
認
や
「
ご
り
ょ
う
君
」
に
よ
る

地
震
体
験
、
避
難
所
で
使
用
す
る
間
仕

切
り
等
の
設
営
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　
設
営
訓
練
を
体
験
し
た
同
校
５
年
生

の
野
村
行こ
う
せ
い誠
さ
ん
は
「
間
仕
切
り
は
簡

単
に
作
れ
て
快
適
だ
っ
た
。
今
度
作
る

と
き
は
周
り
の
人
に
教
え
た
い
。」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　
閉
会
式
で
は
、
共
育
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
半
田
瑠
美
子
さ

ん
が
「
災
害
時
は
自
分
が
ケ
ガ
を
し
な

い
よ
う
に
気
を
つ
け
て
周
り
の
人
を
助

け
て
く
だ
さ
い
。」と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

①避難者の受け入れ訓練　②中学生による炊き
出し　③本部の通信訓練の様子　④⑤倒壊家屋
からの人命救出訓練

1２

3

４５
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11
月
10
日
か
ら
11
日
に
か
け
て
、
本

州
東
西
南
北
の
端
に
位
置
す
る
岩
手
県

宮
古
市
（
東
端
）、 

山
口
県
下
関
市
（
西

端
）、
串
本
町
（
南
端
） 

、
青
森
県
大

間
町
（
北
端
）
の
首
長
が
串
本
町
に
集

ま
り
、
本
州
四
端
首
長
交
流
会
議
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
会
議
は
、
四
端

の
地
域
特
性
を
活
か
し
た
交
流
に
よ
る

地
域
活
性
化
を
目
的
に
平
成
19
年
よ
り

開
催
。
平
成
21
年
に
は
災
害
時
の
相
互

援
助
に
関
す
る
協
定
を
締
結
す
る
な
ど

関
係
を
深
め
て
い
ま
す
。

　
今
回
で
７
回
目
と
な
る
交
流
会
議
で

本
州
四
端
首
長
交
流
会
議
開
催

串
本
町
に
本
州
四
端
首
長
が
集
う

本州最南端の地で本州四端のマスコットキャラクター
「よんたん」と四端の首長と「まぐトル」との記念撮影

会議では様々な意見が交わされました

は
、
平
成
16
年
か
ら
行
っ
て
い
る
本
州

四
端
踏
破
ラ
リ
ー
の
踏
破
人
数
が
累
計

２
千
人
を
越
え
た
こ
と
や
各
地
で
行
わ

れ
た
Ｐ
Ｒ
活
動
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
今
後
の
広
報
活
動
に
つ

い
て
、
四
端
の
地
理
的
共
通
点
だ
け
で

な
く
海
に
ま
つ
わ
る
歴
史
等
の
新
た
な

共
通
点
を
見
つ
け
、
ア
ピ
ー
ル
で
き
れ

ば
と
の
意
見
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

　
会
議
後
、
４
首
長
は
潮
岬
灯
台
や
潮

岬
望
楼
の
芝
、
樫
野
埼
灯
台
、
ト
ル
コ

記
念
館
を
見
学
し
ま
し
た
。

Town Topics

　岩谷さんは、平成１７年１０
月から現在に至るまで自由人権
思想の普及高揚に尽力するとと
もに、人権相談を始めとする地
域社会に密着した各種の人権啓
発活動に取り組まれています。

　佐藤さんは、昭和５０年１月
に航空自衛隊に入隊され、３４
年８か月にわたり業務に従事。
串本分屯基地では主に有線整備
員を務め、新宮募集事務所では
広報官も務められました。

　潮﨑さんは、昭和４９年３月
に旧串本町串本消防署職員とな
られ、平成２５年に本部次長、
翌年に消防長を歴任。４２年１
か月にわたり消防、救急等幅広
い業務に従事されました。

大変驚きましたが、人権尊重が何より
も大切にされる社会となるよう今後も
精進すべきという叱咤激励と受け止
め、責任の重さを痛感しております。

今までの受章者と比べて若い年齢での
受章なのでいいのかなと思いますが、
受章できたことを大変光栄に思いま
す。

皆さんの協力と支えによって定年退官
できました。受章を大変光栄に思いま
す。今後は地域ボランティア等の活動
に一生懸命努めたいと思います。

岩谷　悠
ゆうじ

史さん 潮
しおざき

﨑　忠
ただのり

紀さん 佐藤　喜
き く じ

久治さん

法
務
大
臣
表
彰

人
権
擁
護
委
員

瑞
宝
双
光
章

消
防
功
労

瑞
宝
単
光
章

防
衛
功
労

受章（賞）おめでとうございます
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在
、
建
設
課
の
地
籍
グ

ル
ー
プ
に
所
属
し
て
い

る
た
め
、
普
段
は
地
籍
調
査
関

連
の
資
料
の
確
認
や
打
ち
込
み
、

現
地
調
査
の
同
行
と
い
っ
た
仕

事
を
し
て
い
ま
す
。
地
籍
調
査

の
現
地
調
査
で
は
、
住
宅
街
だ

け
で
な
く
、
山
や
森
林
に
も
行

き
ま
す
。
ま
た
、
現
在
山
の
中

で
、
木
や
竹
が
生
え
て
い
る
所

で
も
、
昔
は
田
や
畑
で
あ
っ
た

土
地
も
多
く
、
地
権
者
の
方
々

か
ら
、
昔
は
こ
の
山
の
中
を
歩

い
て
い
た
、
こ
こ
に
は
ど
う

い
っ
た
作
物
が
作
ら
れ
て
い
た

の
か
と
い
う
話
も
聞
け
る
た
め
、

と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
す
。

さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。

建
設
課
・
地
籍
グ
ル
ー

プ
に
所
属
し
て
い
ま
す
、
中
村

槙
也
で
す
。
昨
年
の
11
月
に
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
串

本
町
に
来
ま
し
た
。

　
滋
賀
県
出
身
と
い
う
、
琵
琶

湖
は
あ
れ
ど
も
海
が
な
い
県
に

生
ま
れ
、
か
つ
父
方
の
実
家
が

海
沿
い
の
家
で
あ
り
、
子
ど
も

の
こ
ろ
か
ら
海
沿
い
で
の
生
活

に
あ
こ
が
れ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
前
職
で
あ
る
ス
ー
パ
ー
の

社
員
を
辞
め
、
次
の
職
は
何
を

し
よ
う
か
と
悩
ん
で
い
た
時
に
、

テ
レ
ビ
で
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
特
集
が
行
わ
れ
て
い
て
、
自

分
も
や
っ
て
み
た
い
と
思
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
時

に
串
本
町
が
地
域
お
こ
し
協
力

隊
を
募
集
し
て
い
る
の
を
見
つ

け
、
串
本
町
の
事
を
調
べ
て
い

く
う
ち
に
惹
か
れ
て
い
き
、
串

本
町
を
選
び
ま
し
た
。

皆

現

　
今
後
は
、
耕
作
放
棄
地
を
再

び
農
地
と
し
て
使
え
る
よ
う
に

し
、
串
本
町
の
特
産
品
で
あ

る
「
な
ん
た
ん
蜜
姫
」
の
栽
培
、

収
穫
、
加
工
、
販
売
の
ル
ー
ト

作
り
を
考
え
て
い
ま
す
。
畑
を

借
り
た
の
で
、
ま
ず
は
そ
の
畑

の
草
刈
り
か
ら
始
め
、
来
年
の

３
月
の
植
え
付
け
に
間
に
合
う

よ
う
に
畑
を
耕
し
て
い
き
ま
す
。

　
そ
れ
に
加
え
て
、
串
本
町
で

も
空
き
地
や
空
き
家
が
増
え
て

い
る
の
で
、
そ
れ
ら
を
う
ま
く

活
用
し
て
、
地
域
お
こ
し
に
つ

な
が
る
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
い

こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
皆
さ
ん
と
協
力
し
て
、

ま
ち
を
盛
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う

に
頑
張
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
！

協力隊紹介Vol.2

串本町役場　建設課　

中村　槙也（28）
活動開始：2015年 11月～

 地域おこし協力隊です！
地域おこしのために奮闘している協力隊の活動内容などをお届けします。

前回に引き続き、現在活動中の協力隊があらためて自己紹介をします！

皆さん、こんにちは！

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
と

し
て
は
、
ト
ル
コ
コ
ー

ヒ
ー
イ
ベ
ン
ト
を
は
じ
め
、
マ

グ
ロ
ピ
タ
サ
ン
ド
や
ド
ネ
ル
ケ

バ
ブ
の
販
売
と
い
っ
た
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
ま
ぐ
ト
ル
の

Facebook

に
お
け
る
動
画

の
構
成
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。
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○募集職種および受験資格
・一般事務職…１名
　　昭和６１年４月２日以降に生まれた人
○試験日および受付期間
　※串本町職員採用試験と合同で行いますので、
　　上記案内をご覧ください。
○提出書類
　①受験申込書（事務組合指定用紙）
　　※　受験申込書は、事務組合（串本町役場
　　　　古座庁舎内）で配布します。また串本
　　　　町および古座川町ホームページからダ
　　　　ウンロードできます。
　②返信用封筒
　　※　長形３号の封筒に住所および氏名を記

総務課からのお知らせ

串本町職員採用試験のご案内

町からのお知らせ
Town_information

串本町古座川町衛生施設事務組合からのお知らせ

職員採用試験のご案内

○募集職種および受験資格
・土木技術職…２名程度
　昭和５６年４月２日以降に生まれた人で、土
　木の専門課程を履修した人（履修見込みを含
　みます。）
・保育士・幼稚園教諭…２名程度　　
　昭和５６年４月２日以降に生まれた人で、保
　育士資格と幼稚園教諭免許の両方を有する人
　または平成２９年３月３１日までに両方の資
　格、免許を有する見込みの人
○試験日（予定）
　第一次試験：平成２９年１月２２日（日）
　第二次試験：２月中旬以降に予定
　※　試験時間・会場等は、受験申込者にお知
　　　らせします。
○受付期間
　平成２８年１２月１２日（月）から
　平成２９年１月６日（金）まで　
　午前８時３０分から午後５時まで
　※土・日、祝日を除く

○提出書類
　①受験申込書（町指定用紙）
　　※　受験申込書は、串本町役場総務課（本
　　　　庁舎内）で配布します。また串本町ホ
　　　　ームページからダウンロードできます。
　②返信用封筒
　　※　長形３号の封筒に住所および氏名を記
　　　　入し、８２円切手を貼付してください。
○提出方法
　必要書類を整え、下記提出先へ直接提出また
は郵送してください。郵送の場合は、必ず特定
記録郵便または簡易書留で郵送し、封筒の表に
「職員採用試験申込」と朱書きしてください。（受
付期間最終日の消印有効）

◇書類提出・お問い合わせ先◇
　〒６４９－３５９２
　和歌山県東牟婁郡串本町串本１８００番地　
　串本町役場　総務課
　℡　０７３５－６２－０５５５

　　　　入し、８２円切手を貼付してください。
○提出方法
　必要書類を整え、下記提出先へ直接提出また
は郵送してください。郵送の場合は、必ず特定
記録郵便または簡易書留で郵送し、封筒の表に
「職員採用試験申込」と朱書きしてください。（受
付期間最終日の消印有効）

◇書類提出・お問い合わせ先◇
　〒６４９－４１９２
　和歌山県東牟婁郡串本町西向３５９番地　
　串本町役場　古座分庁舎内
　串本町古座川町衛生施設事務組合　事務局
　℡　０７３５－７２－１９９０

採用は
平成２９年4月１日です

採用は
平成２９年4月１日です
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総務課からのお知らせ

○お申し込み等の日程
　・申込書の配布
　　[ 期　間 ]　  平成２８年１２月５日（月）～平成２８年１２月１６日（金） 
　　　　　　　　※　ただし、土・日は除きます。
　　[時　間 ]　  午前８時３０分～午後５時１５分
　　[ 場　所 ]　  串本町役場本庁舎　総務課　または、
　　　　　　　　串本町役場本庁舎・分庁舎　住民課でも配布します。
　・申込書の受付
　　[期　間 ]　  平成２８年１２月５日（月）～平成２８年１２月１６日（金） 
　　　　　　　　※　ただし、土・日は除きます。
　　[時　間 ]　  午前８時３０分～午後５時１５分
　　[ 場　所 ]　  串本町役場本庁舎　総務課　
　　　　　　　　※　分庁舎では、受付をしておりませんのでご注意ください。
○お申し込み資格
　（１）　串本町内に住所または勤務先を有する方。
　（２）　現に住宅に困窮していることが明らかな方。
　（３）　同居しようとする親族があり、本人を含めて２人以上の世帯であること。
　　　　ただし、老人、身体障害者、その他特に居住の安定を図る必要がある方として条例で
　　　　定める方については、単身で入居することができる。
　（４）　町税等の滞納が無いこと。
　（５）　本人および同居人の収入を加算して、年間所得金額が条例の規定以内であること。
　（６）　警察署と協定する、法律に規定の暴力団員でないこと。
　（７）　現在公営住宅に入居していないこと。（ただし、世帯分離し独立される方を除く。）
　　　　※　その他の事項については法令を遵守します。
○お申し込みに必要な書類
　①町営住宅入居申込書　　　　　②収入証明書（課税証明書）　 　 　　③納税証明書　
　④住民票　　　　　　　　　　　⑤婚約証明書（※該当者のみ）

◇お問い合わせ先◇　串本町役場　総務課　℡　０７３５－６２－０５５５

町からのお知らせ
Town_information

■ 募集団地
団　地　名 所　在　地 住宅の間取り 募集戸数 月　額　家　賃

植松団地
（４０１号） 串本１７５４番地1 ３ＤＫ

低層耐火構造 １戸 １０，７００円～
１５，９００円

大浦団地
（０１４号） 西向１４９１番地１ ４ＤＫ

簡易耐火構造２階建て １戸 １３，７００円～
２０，３００円

　※　入居の際には、連帯保証人２名および家賃３か月分の敷金が必要です。

町営住宅入居者募集のお知らせ

広報くしもと　2016 年 12月号 14

　特別児童扶養手当とは、２０歳未満で身体や
知的または精神に中程度以上の障がい若しくは
長期にわたる安静を必要とする症状にある児童
を監護している保護者に対して、児童福祉の増
進を図ることを目的として、一定額の手当を支
給する制度です。
　しかし、児童が障がいを事由とする公的年金

　学童保育所とは、保護者の就労等により、放課後、帰宅しても保護者が家庭にいない小学校在籍
児童の保育を行い、放課後における児童の安全の確保および健全育成を図るものです。

町からのお知らせ
Town_information

こども未来課からのお知らせ

串本町学童保育所入所のご案内

○入所対象児童
　町内に住所を有し、小学校に通学する児童で、
　保護者が就労等のため、放課後保育に欠け、
　他に保護者に代わる方がいない児童。（串本・
　古座・出雲・錦富学童保育所では、６年生ま
　で受け入れ可能ですが、入所希望児童が多数
　の場合は、必要性が高い児童を優先します。）
○学童保育入所の書類
　申込書等必要書類は、平成２９年１月４日よ
　りこども未来課または各学童保育所にてお受
　け取りください。
○入所書類の提出先
　こども未来課または各学童保育所

○入所申し込みに必要な書類
　①　学童保育所入所申込書
　②　父・母の就労証明書
　③　通所経路図
　④　源泉徴収票（平成２８年分）
　　　※　自営業の方は、後日、確定申告書
　　　　　（写し）のご提出をお願いします。
○申込期間【期間厳守】
　平成２９年１月４日（水）～１月３１日（火）
　※　土・日、祝日を除く
◇お問い合わせ先◇
　串本町役場　こども未来課
　℡　０７３５－６７－７０２７

■ 学童保育所の所在地
施　設　名 住　　所 電　話　番　号 定　員 対象小学校

串本学童保育所 串本７７６番地 ０７３５ｰ６２ｰ６４６６ ４０名 串本

古座学童保育所
（上野山保育園） 上野山１４３番地 ０７３５ｰ７２ｰ３５７１ ４０名 西向、古座、

田原
潮岬学童保育所
（上野山保育園） 潮岬１７０７番地２ ０７３５ｰ６２ｰ２２３０ ２０名 潮岬

出雲学童保育所
（上野山保育園） 出雲１６１７番地２１ ０８０ｰ１５０８ｰ６５１８ ４０名 出雲、潮岬

錦富学童保育所 二色３８０番地 ０８０ｰ１４７２ｰ５５０４ ４０名 大島、橋杭、
串本西

※定員数の都合上、潮岬学童保育所への入所利用希望児童は潮岬小学校児童１年生のみ入所可能とし、潮岬小学校児童２年生
　以上は、タクシーを利用し、出雲学童保育所への通所とさせていただきます。
※校区外の学童保育所に通所することは可能ですが、保護者による送迎が必要となります。

福祉課からのお知らせ

特別児童扶養手当
を受けることができるときや、児童福祉施設な
どに入所しているとき ( 通所は除きます ) は、
手当を受けることができません。

◇お問い合わせ先◇
　串本町役場　福祉課
　℡　０７３５－６２－０５６２

平成２９年度

支給金額（児童１人につき）
　１級　月額　５１, ５００円
　２級　月額　３４,３００円

※児童の人数と障がいの
　等級に応じて支給され
　ます。また、所得によ
　る支給制限もあります。
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税務課からのお知らせ

　税金は、私たちの生活に身近な教育、福祉、
道路整備などの行政サービスを提供する上で非
常に貴重な財源です。
　町税の滞納は、町の財政を圧迫し、納期内に
納めている大多数の町民の皆さんとの公平性を
欠く行為です。
　現在、町では再三の納税催告に応じない滞納
者に対して、預貯金や生命保険、給与等の差押
えを行っておりますが、「タイヤロック」によ
る自動車（普通自動車、軽自動車、オートバイ
等）の差押えを実施し、より一層税収の確保に
取り組んでおります。
◇お問い合わせ先◇
　串本町役場税務課　徴収グループ
　℡　０７３５－６２－０５８６

　ＩＣＯＣＡは、きっぷとしてお使いただけるＪＲ西日
本が発行するＩＣカード乗車券です。チャージ（入金）
しておくことにより、改札機にタッチするだけで乗車区
間の運賃を自動的に精算することができます。このたび、
ＪＲ紀勢本線の特急「くろしお」号停車駅１３駅（箕島
～新宮）で利用できるようになります。特急「くろしお」
号にはＩＣＯＣＡを乗車券としてご使用いただき、特急
券とあわせてご利用いただくことで特急「くろしお」号
にご乗車になれます。
　ＪＲのほか京阪神地区の主な鉄道やバスにも使用で
き、乗り換えが便利です。
※海南～新宮駅間の特急停車駅以外の駅では、ＩＣＯＣ
　Ａをご利用いただけません。また同区間でＩＣＯＣＡ
　定期券の設定はございません。

　詳しくは　ＪＲおでかけネット　検索

町からのお知らせ
Town_information

町税等徴収のため「タイヤロック」を実施します！

※タイヤロックや公示書を損壊すると、地
方税法第３３２条、第３７４条、第
４６０条等、あるいは刑法第９６条、第
２４２条又は２５２条等により罰せられ
ることがあります。

紀勢本線活性化促進協議会からのお知らせ

ＪＲ紀勢本線　特急「くろしお」号停車駅

平成28年12月17日（土）からＩＣＯＣＡ利用開始！※
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町からのお知らせ
Town_information

☆１２月の重点監視エリア　・・・　田原・上野山
　不法投棄をなくすことを目指して、町内に監視カメラを設置しています。
　また、巡回パトロールも重点的に行います。
◇お問い合わせ先◇
　串本町役場　住民課　環境グループ　℡　０７３５－７２－００８３
　新宮保健所　串本支所　　　　　　　℡　０７３５－７２－０１３６

住民課からのお知らせ

不法投棄監視カメラ設置中！
缶・ビン・金属は
資源です♪

保健所からのお知らせ

PCB含有電気機器の期限内処理について
　有害なＰＣＢを含む電気機器（変圧器、コンデンサ、家庭用を除く照明用安定器など）は処理期
限が定められています（高濃度ＰＣＢ：平成３３年３月末まで、低濃度ＰＣＢ：平成３９年３月末
まで）。事業所内のＰＣＢ含有電気機器等の有無を再点検の上、期限内の処理をお願いします。

◇お問い合わせ先◇
　県庁循環型社会推進課　℡　０７３－４４１－２６９２
　新宮保健所　串本支所　℡　０７３５－７２－０５２５

和歌山労働局からのお知らせ

労働保険に入っていますか？

和歌山労働局からのお知らせ

必ずチェック 最低賃金！使用者も 労働者も
○最低賃金額　時間額７５３円
○効力発生日　平成２８年１０月１日
○適用範囲　　和歌山県内で働くすべての労働者とその使用者

◇お問い合わせ先◇　和歌山県労働局　賃金室　℡　０７３－４８８－１１５２

事業主の皆さまへ

　正社員、パート、アルバイトなど雇用形態にか
かわらず、ひとりでも労働者を雇っている場合、
事業主は労働保険に加入する義務があり、その
手続きが必要です。
　詳しくは和歌山労働局、最寄りの労働基準監
督署、ハローワークにご相談ください。

◇お問い合わせ先◇
・・新宮労働基準監督署
　℡　０７３５－２２－５２９５
・ハローワーク串本
　℡０７３５－６２－０１２１
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和歌山県後期高齢者医療広域連合からのお知らせ

町からのお知らせ
Town_information

①健康診査は受けられましたか?
健康診査は平成２９年２月末日まで受けることができます。
受診券をお持ちの方で、まだ健康診査を受けていない方は、
この機会に是非ご自身の健康状態をチェックしましょう。

　１１月下旬から１２月上旬にかけ、ジェネリック医薬品を使用した場合、１か月の自己負担額が
２００円以上軽減される可能性がある方を対象にジェネリック医薬品使用促進のお知らせを送付し
ています。
　患者負担の軽減や医療保険財政の改善のため、ジェネリック医薬品の使用をご検討ください。

※　ジェネリック医薬品への切り替えを強制するものではありません。
※　お薬によっては、ジェネリック医薬品への切り替えができない場合もあります。
　　かかりつけの医師または薬剤師にご相談ください。

◇お問い合わせ先◇
　後発医薬品利用差額通知コールセンター　℡　０１２０－５３－０００６（通話無料）
　和歌山県後期高齢者医療広域連合　　　　℡　０７３－４２８－６６８８

②ジェネリック医薬品使用促進について

後期高齢者の皆さまへ

◇お問い合わせ先◇
　和歌山県後期高齢者医療広域連合　℡　０７３－４２８－６６８８
　（　〒６４０－８１３７　　和歌山市吹上２丁目１番２２号　）

医科健康診査 歯科健康診査

■対象者
　７５歳以上の方、６５歳以上７５歳未満
　で一定の障害認定を受けられた方
■検査項目
　問診、計測、診察、脂質、肝機能、尿、
　腎機能、代謝系
■実施場所
　受診券と同封している実施医療機関一覧
　に記載されている医療機関
■費用
　６００円

※対象の方には５月末に受診券等を発送しています。

■対象者
　平成２８年３月末で７５歳、８０歳、
　８５歳の方と９０歳以上の方
■検査項目
　問診、口腔内検査、口腔機能検査
■実施場所
　受診券と同封している実施医療機関一覧
　に記載されている医療機関
■費用
　無料
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住民課からのお知らせ

国保財政の健全化に向けて（22）

町からのお知らせ
Town_information

医療費傾向その３　

　平成２４年度以降の医療費の変化は下表のとおりです。
　表１は、各年度の病気ごと一人当たり医療費が、串本町国保と県平均の差が大きい病気を示した
ものです。
　表２は、表 1の病気について、一人当たり医療費が前年度からどれだけ増減しているか示した
ものです。

　表１・表２の数値が両方とも大きい（串本町でのみ医療費が上がりつつあり、その規模が大きい）
病気が、今もっとも注目し対策を講じなければならない病気と言えるでしょう。
　串本町では「がん」と「内分泌系疾患（糖尿病関係）」がこれに当たります。特に糖尿病は、病
気になる前の生活習慣改善など、予防的な取り組みが医療費に大きく影響する病気であり、現在推
し進めている特定健診の受診率向上が医療費適正化に効果があると見込まれます。
　表１の数値が大きく表２が小さい（串本町ではずっと医療費が高いままの）病気は、恒常的な高
医療費の原因と考えられます。
　串本町では「循環器系疾患（高血圧関係）」と「精神疾患」がこれに当たります。高血圧も糖尿
病と同じく高血圧も予防的取り組みが可能な病気です。前回も触れましたが、今後とも特定健診の
積極的受診にご理解・ご協力をお願いいたします。

　今回はここ数年間の、病気の種類ごとの医療費の変化について説明します。
　以前紹介した、串本町国保の高医療費疾病＝「がん」・「高血圧」・「精神疾患」という傾向は変わ
りありませんが、一人当たり医療費が伸びているもの、そうでないものといった、医療費の内訳の
変動についてはかなり動きがあります。

表１：県平均との１人当たり費用額の差（単位：円）
24年度 25年度 26年度 27年度 備　考

精神疾患 +14,798 +17,559 +17,473 +17,276 大きく開いたまま
循環器系疾患　（高血圧関係） +10,434 +11,540 +10,129 +10,521 大きく開いたまま
がん +4,678 +7,131 +7,008 +10,486 開きが加速
内分泌疾患　　（糖尿病関係） +2,957 +3,737 +5,448 +6,345 開きが加速

表２：１人当たり費用額の対前年度比較（単位：円）
24 ｰ 25 25 ｰ 26 26 ｰ 27 備　考

がん +3,017 +1,328 +5,553 伸びが加速
内分泌疾患　　（糖尿病関係） +1,354 +2,195 +821 伸びる傾向
精神疾患 +3,044 △ 364 △ 93 安定
循環器系疾患　（高血圧関係） +416 △ 1,025 +1,791 乱高下
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保健センターだより
※健診・教室等についてのお申し込み・お問い合わせは、
　保健センター（℡０７３５－６２－６２０６）まで

12月の行事カレンダー

 

※開催場所：保健センター／時間：午後１時３０分～午後３時　　希望者 (４０歳以上女性 )に骨密度測定を実施します。
　骨密度測定を希望される方は、１２月１２日 (月 ) までにお申し込みください。(先着３０名様 )

◎各事業の対象となる方には個別にご連絡しております。母子・成人事業

日（SUN） 月（MON） 火（TUE） 水（WED） 木（THU） 金（FRI） 土（SAT）
１
　１０か月児健診

２
　きらきらくらぶ

３

４ ５ ６ ７ ８
　２歳６か月児
　健診

９ 10
　おひさまくらぶ

11 12 13
　かるがもひろば
　健康相談（※）

14 15
　３歳６か月児
　健診

16
　きらきらくらぶ

17

18 19 20 21 22
　６か月児相談
　「ＴＥＴＯＴＥ」
　４か月児健診

23 24

25 26 27 28 29 30 31

　腎臓は体を正常な状態に保つ働きをもつ大切な
臓器です。慢性腎臓病では腎機能がある程度まで
低下してしまうと、腎臓はもとに戻ることはあり
ません。腎機能を低下させないために病気と予防
について学びませんか。

腎臓病予防教室を開催します

【 講 師 】　和歌山県立医科大学 腎臓内科学
　　　　　　教授　重松　隆 氏
【 日 時 】　平成２９年１月３１日 (火 )
　　　　　　受付：午後１時～
　　　　　　開演：午後１時３０分～
　　　　　　　　　（午後３時終了予定）
【 会 場 】　串本町保健センター
　　　　　　２階多目的ホール
【申込期限】　平成２９年１月１３日 (金 ) まで
★串本町保健センター (℡　６２－６２０６)へ
　お申し込み下さい。

　栄養士がお母さんと一緒に離乳食を作ります。
　今まで気になっていたことも実習をしながら聞
いてみませんか？

【 日 時 】　平成２９年１月１６日（月）
　　　　　午後１時３０分～午後３時３０分
【 場 所 】　串本町文化センター　１階　調理室
【対象者】　対象者には個別にご案内します。
　　　　　１歳未満のお子さまがいらっしゃる
　　　　　保護者であれば、どなたでも参加で
　　　　　きます。（希望者が多数の場合は、
　　　　　初回参加者を優先。）

　お子さま・お父さんもご一緒にどうぞ！お子さ
まは文化センター和室でお預かりします。
　なお、準備の都合がありますので参加を希望さ
れる方は、１月１３日（金）までに保健センター
（℡　６２－６２０６）へご連絡ください。

『慢性腎臓病の病態と重症化予防について』

離乳食教室を開催します
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材料（約１．３Ｌ分）
　かつお節…１５ｇ　　　昆布　　…１５ｇ
　水  　 　…１.５Ｌ

準備
　・昆布を３０分以上あらかじめ水に浸しておく。
　・だしをこすためのざる等を用意しておく。

作り方
①中火以下の火にかけ、１０分くらいでちょうど
　沸騰直前まで温度が上がるようにする。
②鍋全体に気泡ができ、沸騰しはじめたら昆布を
　取り出し、火を止める。
③沸騰がおさまった昆布だしにかつお節を入れ、
　再度火をつけ、５分程度じっくり弱火で火を入
　れて、アクをすくってざるでこす。

　子育て支援室「りぼん」では、子育ての様々
な悩みをお聞きし、一緒に考えていく中で、よ
りよい子育てができる方法を見つけ出すお手伝
いをしています。また、子育てに関する情報提
供やご相談内容に応じて、保健、教育など適切
な相談窓口をご紹介しています。

　子育てのこと、ご家庭のことで悩んでいる方
は、一人で悩まずに気軽にご相談下さい。
　相談したらいいとわかっていても、それがで
きずに困っている人もいるかと思います。「子
育てに困っている人が居るんだけど…」と「り
ぼん」に情報をくだされば、支援の方法を考え
させていただきます。地域で助け合って、子育
てしやすい環境をつくりましょう。

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3

4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 29 29 30 31

12月の子育て相談の日程

（　９：００～１２：００）
（１３：００～１６：００）

2220202020
12222

6

22222222
15555
8
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◇お問い合わせ先◇
　〒６４９－３５９２　串本町串本１８００
　　串本町役場　こども未来課
　　子育て支援室「りぼん」
　　℡　０７３５－６７－７０２７

あなたの子育て応援します！

材料（４人分）
　だし　…６００ｍｌ
　みそ　…３２ｇ（大さじ２弱）　
　※いきいきまつりで使用したおみそは、
　　塩分濃度８．９％。
　好みの具材　…　適宜

作り方
　鍋にだし汁を入れて火をかけ、煮立つ寸前に具
　材とみそを入れ、沸騰する前にお椀によそう。

二番だしよりも

効率的！

塩分０．７５ｇ！

（普通は約１．２ｇ）

だしのおいしさが分かります。

今回はいきいきまつりで提供した
おみそ汁のレシピです。町の栄養士と食推さんの伝言レシピ①
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⑤他の人にうつさないように
　マスクを着用しましょう。
⑥症状がなくなっても２日間は
　自宅療養をとりましょう。

　インフルエンザウイルスに感染すると３８℃以上の発熱や頭痛、
関節痛など症状が急に全身にあらわれます。お子さまはまれに急性
脳症を、高齢者の方は重症化することがあります。

！突然の３８℃以上の発熱や全身の倦怠感などの症状がみられたら
　インフルエンザの可能性があります。
！呼吸困難や嘔吐､ 下痢が続く、顔色が悪いなどの症状がみられたら
　すぐに医療機関を受診してください。
※　医療機関によっては、ワクチン接種の受付を終了している場合があるため、ご確認ください。

■くしもと町立　　　　
　　　病院コーナー ■

Vol.56

インフルエンザが流行しはじめます。注意しましょう！

インフルエンザとは

【冬至かぼちゃ】
各種ビタミンを多く含みます。
特にβ－カロテン（体内でビタミンＡに
かわる）が豊富です。

インフルエンザにかかったら

くしもと町立病院では、次の職員を募集して
います。
【 正 職 員 】看護師・臨床検査技師
　　　　　　理学療法士・作業療法士
　　　　　　臨床工学技士
【臨時職員】看護補助員

　詳しくは、病院事務所までお問い合わせく
ださい。（℡　０７３５－６２－７１１１）

①医療機関にできるだけ早く受診し、
　医師が判断した薬の服用をしましょう。
②自宅安静で十分な休養をとることが大切です。
③水分補給で脱水症状を予防しましょう。
④家族が患者と接した後は、うがい・手洗いを
　しましょう。

は

～栄養部だより～
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※ご本人・ご家族から希望があった方を掲載しています。

　掲載を希望される方・されない方は、届出の際に窓口にお申し出ください。

（１０月受付分　敬称略）

尾
﨑

　
　 美こ

こ
ろ心

﨑
地

　
　 柚ゆ

い衣

鈴
木

　
　 瑛え

い
た太

白
石

　
　 智と

も
き輝

平
見

　
　 宗し

ゅ
う
や也

潮
﨑

　
　 銀ぎ

ん
じ次

学幸
司

旭智
孝

翔
太

卓

潮

岬

須

江

サ
ン
ゴ
台

高

富

樫

野

潮

岬

〈
出
生
児
氏
名
〉
〈
届
出
人
〉
〈
地
区
〉

姫
古

座

和

深

西

向

串

本

西

向

田
並
上

西

向

大

島

西

向

伊

串

田

原

西

向

鬮
野
川

大

島

串

本

有

田

潮

岬

串

本

樫

野

田

子

928791688082948891869283879590837783859575

お
誕
生
お
め
で
と
う

　
　
　
　
　 ご
ざ
い
ま
す

上

　
　
　 春
美

清
原

　
　 み
ね
よ

深
海

　
　
子

山
崎

　
　 長
次

山
口

　
　 長
子

松
本

　
　 武
重

小
河

　
　 あ
き
子

木
田

　
　 勝
也

田
井

　
　 み
づ
る

西
村

　
　 需

山
﨑

　
　 春
雄

田
中

　
　 逸
夫

土
井

　
　 昭
美

箔
谷

　
　 ふ
さ

小
山

　
　 和
子

小
山

　
　 芳
夫

中
村

　
　 六
子

梅
田

　
　 文
枝

園
部

　
　 健

鈴
木

　
　 美
代
子

廣
畑

　
　 千
代
子

ご
冥
福
を

　
　 お
祈
り
い
た
し
ま
す

い
つ
ま
で
も

　
　
　
　 お
幸
せ
に

間
所

　
　 正
章

岩
佐

　
　 晴
香

岡
地

　
　 秀
太

篠
原

　
　 絵
里
奈

中
尾

　
　 翔
吾

丸
山

　
　 若
奈

和

深

奈
良
県

西

向

新
宮
市

大
阪
府

上
野
山

年末年始の業務について
年末年始における各施設の業務は以下のとおりとなります。
役場は１２月２８日（水）に仕事納め、１月４日（水）に仕事始めとなります。

※休業期間中は、役場では各種証明書の発行は行っておりません。
※図書館は図書整理のため、１月４日 (水 ) は休館となります。

26日
（月）

27日
（火）

28日
（水）

29日
（木）

30日
（金）

31日
（土）

1日
（日）

2日
（月）

3日
（火）

4日
（水）

5日
（木）

 役場 ○ ○ ○ 休 休 休 休 休 休 ○ ○

 文化センター 休 ○ ○ 休 休 休 休 休 休 ○ ○

 図書館 休 ○ ○ 休 休 休 休 休 休 休 ○

 くしもと町立病院 ○ ○ ○ 休 休 休 休 休 休 ○ ○

 総合運動公園 休 ○ ○ ○ ○ 休 休 休 ○ ○ ○

 サンゴの湯 休 ○ ○ ○ ○ 休 休 ○ ○ ○ ○

 B ＆ G海洋センター 休 ○ ○ 午前　○
午後　休 休 休 休 休 休 ○ ○
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平
成
29
年
度
学
校
給
食
用

物
資
搬
入
業
者
の
募
集

▼
募
集
期
間

　
平
成
28
年
12
月
１
日
（
木
）
〜

　
　
　
　
　
12
月
20
日
（
火
）

▼
条
件
・
資
格
等

「
串
本
町
学
校
給
食
用
物
資
納
入
業
者
の

　
登
録
に
関
す
る
要
領
」
の
と
お
り

▼
登
録
有
効
期
間

　
平
成
29
年
４
月
１
日
〜

　
平
成
30
年
３
月
31
日

▼
必
要
書
類

・
串
本
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
配
布

・
教
育
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ

　
ー
ド
可

▼
書
類
提
出
先
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
串
本
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　
〒
６
４
９
‐
３
５
０
３

　
串
本
町
串
本
７
１
３

　
℡
０
７
３
５
‐
６
７
‐
７
１
５
１

串
本
町
身
体
障
害
者
連
盟

か

ら

の

お

知

ら

せ

　
串
本
町
身
体
障
害
者
連
盟
と
は
、
身
体

障
害
者
の
自
立
更
生
と
福
祉
増
進
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
、
身
体
障
害
者
福
祉
法

に
基
づ
き
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
団

体
で
す
。
町
内
で
は
障
が
い
を
持
つ
多
く

の
方
が
、
こ
の
連
盟
に
加
入
し
、
活
躍
さ

れ
て
い
ま
す
。
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の

皆
さ
ん
も
串
本
町
身
体
障
害
者
連
盟
に
加

入
し
、
社
会
参
加
の
輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
串
本
町
役
場
福
祉
課

　
串
本
町
身
体
障
害
者
連
盟
係

　
℡
０
７
３
５
‐
６
２
‐
０
５
６
２

移

動

県

民

相

談

の

開

催

に

つ

い

て

▼
日
時

　
平
成
28
年
12
月
21
日
（
水
）

　
午
後
１
時
〜
午
後
４
時

（
相
談
時
間
は
１
件
に
つ
き
約
20
分
）

▼
場
所

　
東
牟
婁
振
興
局

　
　
新
宮
市
緑
ヶ
丘
２
丁
目
４
‐
８

▼
内
容

　
土
地
・
建
物
、
借
地
・
借
家
、
相
続
、

　
離
婚
、
金
銭
関
係
、
損
害
賠
償
な
ど
の

　
法
律
問
題
（
弁
護
士
が
無
料
で
相
談
）

串本町の人口と世帯

人口
男性 
女性 
世帯

平成28年10月末現在（前月比）

１７, ０５８人（－１６）
８, ０１１人（－　６）
９, ０４７人（－１０）
８, ８２８世帯（－　８）

【広告】町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。

火災件数（1月からの累計）

建物
林野
その他
合計

２件
０件
３件
５件

※平成２８年１０月３１日が基準日

救急件数（1月からの累計）

交通
急病
その他
合計

７０件
６２９件
２８８件
９８７件

※平成２８年１０月３１日が基準日

お知らせ
I N F O R M A T I O N募

集

お
知
ら
せ
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マ
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ン
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度
の
ご
案
内

〜
聴
覚
障
害
者
の
皆
さ
ま
へ
〜

　
聴
覚
障
害
者
の
皆
さ
ま
に
対
し
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
制
度
の
概
要
や
メ
リ
ッ
ト
、
安

心
・
安
全
な
仕
組
み
の
ほ
か
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
（
個
人
番
号
カ
ー
ド
）
な
ど

に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
お
伝
え
し
、
ご

理
解
い
た
だ
く
た
め
に
、
手
話
お
よ
び
字

幕
付
き
動
画
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Ｖ
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貸
出
を
し
て
い
ま

す
。

▼
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
串
本
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役
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企
画
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０
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５
‐
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０
５
５
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０
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９
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お
よ
び
行
政
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談

▼
事
前
受
付
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
平
成
28
年
12
月
７
日
（
水
）

　
午
前
９
時
か
ら

※
東
牟
婁
振
興
局

　
総
務
県
民
課
へ

　
　
　
　
　
電
話
予
約
（
先
着
10
名
）
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‐
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‐
９
６
０
７

日
曜
・
無
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遺
言
公
証

法
律
相
談
（
最
終
回
）

▼
日
時

　
平
成
28
年
12
月
18
日
（
日
）

　
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▼
相
談
内
容

　
遺
言
・
相
続
・
任
意
後
見
（
高
齢
者
等

　
の
財
産
管
理
）
・
離
婚
問
題
（
子
の
養

　
育
費
・
慰
謝
料
・
財
産
分
与
・
年
金
分

　
割
）
・
土
地
建
物
の
賃
貸
借
な
ど

▼
そ
の
他

　
お
電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。
平
日

　
の
相
談
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
相
談
は

　
す
べ
て
無
料
、
秘
密
厳
守
で
す
。

※
来
年
１
月
以
降
に
日
曜
日
の
相
談
を
希

　
望
さ
れ
る
方
は
、
個
別
に
日
程
等
を
承

　
り
ま
す
の
で
、
お
電
話
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
場
所
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
新
宮
公
証
役
場（
公
証
人

　
中
村

　
司
）

　
新
宮
市
緑
ヶ
丘
２
丁
目
１
番
31
号

　

　
℡
０
７
３
５
‐
２
１
‐
２
３
４
４

冠婚葬祭、イベント送迎。団体でのご旅行などにご利用ください

TEL:0735－62－0695　FAX:0735－62－0696

串本タクシー株式会社

小型貸切バス 御好評運航中

【広告】町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。
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特
設
人
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談

　
12
月
５
日
（
月
）

　
　
会
場

　
串
本
町
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
串
本
町
役
場
古
座
分
庁
舎

▼
人
権
行
政
相
談

　 12
月
15
日
（
木
）

　
　
会
場

　
古
座
漁
村
セ
ン
タ
ー

▼
行
政
相
談

　

　
12
月
８
日
（
木
）

　
　
会
場

　
古
座
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
開
催
時
間
は
各
相
談
と
も

　

　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分
で
す
。

相
談

▼
納
期
限

　

○
平
成
28
年
12
月
26
日
（
月
）

・
固
定
資
産
税
（
３
期
）

○
平
成
29
年
１
月
４
日
（
水
）

・
国
民
健
康
保
険
税
（
９
期
）

・
介
護
保
険
料
（
９
期
）

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
６
期
）

※
納
期
内
に
納
付
さ
れ
な
い
場
合
は
、
地

　
方
税
法
に
基
づ
く
延
滞
金
が
加
算
さ
れ

　
ま
す
。
納
税
は
お
早
め
に
。

◎
納
税
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
役
場

　
税
務
課
へ
お
願
い
し
ま
す
。

　
℡
０
７
３
５
‐
６
２
‐
０
５
８
６

今
月
の
納
税

第６８回人権週間
１２月４日（日）～１０日（土）
みんなで築こう　人権の世紀

～考えよう 相手の気持ち 未来へつなげよう 違いを認め合う心～

１２月１０日は「人権デー」です。１９４８年のこ
の日「世界人権宣言が国連で採択され、今年で６８
年目を迎えました。世界中の全ての人はみんな同じ
人権を持つ、かけがえのない存在です。それぞれの
個性や生き方の違いを大切にして、全ての人の人権
が尊重される豊かな社会をつくりましょう。
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【広告】町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。

１１月６日、サン・ナンタンランドにおいて串本町民大運動会が開催され、
町内各地区から約２,０００人の方が参加し、笑顔であふれました。
参加者の皆さま、お疲れさまでした。
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